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定期報告 住民説明意見交換 WS企画

規格材を用いた在来工法で、設計費を抑え、変更可
能な素材もあるため、予算に応じた変更が可能です。
給水、排水設備が必要な室をまとめることで、配管
の必要長さを短くし、配管工事の規模をおさえます。
工事費は、前面道路から 5m離れた位置に計画した
場合で計算を行いました。

遠景：

近景：

1. 建物中央に余白を配置 2. 曲線のレイヤーを重ねる

集会室 設備余白

3
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街に余 白を与える集会所

計画から施工、運営のそれぞれの段階で、集会所に
愛着を持ってもらうためのワークショップを企画し
ます。地域活動の拠点となる集会所を計画段階から
地域住民の方々と一緒に考えつくることで、小さく
ても暮らしの拠り所となる場所をつくりだします。

前面道路に向かって傾いた屋根は、住宅街側からは、
大屋根として認識され、人々を誘い込みます。
また、屋根が開かれた団地側からは、集会所内での
人々の活動が垣間見え、集会所を利用するきっかけ
を作ります。

大きな余白空間は街と団地をゆるやかに繋ぎ、地域
の活動に順応しながら様々な用途として機能します。
また、集会時には連続している余白と集会室が一室
のような役割を果たすため、利用者の要望で部屋の
大きさを選択できる可変性のある計画にします。

現在の集会所は、利用時間の制限や、内外の分断による空間の制限により、自然に集うためのたまり場としては不十分だと考えます。
そのため閉鎖的であったかつての集会所にない「余白」を設けて地域に開放することで、

緩やかに人々の生活や地域と統合し、自然な集まりのきっかけを与える集会所を提案します。

機能の持たない余白を街に与える事で、人が集まるための余地を持たせ多様な活動に対応できる集会所を提案します。

大学の研究室で本設計に関する発表の機会を定期的
に設け、学生と共有することで幅広い意見を取り入
れ、実施設計にあらゆる角度から取り組みます。
また、学生の協力を仰ぎ、効率的な作業を実現し、
事業者や地域住民との円滑なコミュニケーションが
可能な体制をつくります。

「余白の空間」、「６m×６mを基準としたプラン」の
単純な要素で構成された建築は設計段階でのプラン
の変更が可能です。そのため、住棟の配置による周
辺の環境や景観等の調和に柔軟に対応できます。

敷地は、山と海に囲まれた地形に位置し、団地と中
学校などの大きなボリュームと、住宅街などの小さ
なヴォリュームで街が形成されています。既存の街
並みを尊重し、建築面積は 35坪程度の中間のヴォ
リュームとすることで、共生と調和による環境形成に
寄与する集会所を計画します。

団地の西側には中学校があり、前面道路は通学路な
どの地域住民の主要動線として利用されています。
前面道路から団地に地域住民を受け入れる余白を与
えることで、人を集会所に引き込み、住民の溜まり
場として地域の主要な場となる集会所を計画します。

建物の中央に街と団地を接続する大きな余白を設け
ることで、透過性のなかった集会所が明るくなり、
立ち寄りやすい集会所になります。四角いボリュー
ムに対して、自由曲線を重ね、その曲線に合わせて
植栽や基礎を配置することで、全体的に柔らかな印
象を与えると共に、視線を誘導し人を引き込みます。

トイレや倉庫、ミニキッチンはGLから二段上に配
置し、集会室を開く時間のみ開錠して利用すること
ができます。開くと閉じるのバランスのとれた計画
によって、管理面と衛生面に配慮した集会所を設計
します。また、二箇所に壁を設けることで管理を容
易にすることも可能です。

人を引き込むための大空間の余白や集会所を外から見える化するための開口部、バリアフリーに配慮した
幅広の動線は福山の穏やかな気候を取り入れる窓の役割を担い集会所内に空気の循環を促します。
また、木造建築とすることで施工時の炭素排出を抑え脱炭素化への配慮をします。

地域に開かれた集会所は団地の住民が集会を
行う目的だけでなく、日常的に人々が集うよ
うになります。地域住民も参加可能なサロン
活動を行うことで、集会所に集う人が増えて
いき地域コミュニティ創成の場として公民館
的利用が進んでいきます。集会所に集う人の
姿が街に見えることで、地域コミュニティの
可視化が行われ、地域の子供や高齢者が安心
して暮らせるような街の助け合い意識につな
がります。

地域の象徴となる大きな屋根と余白 機能を限定しない自由な余白 団地から集会所の活動が見える

利用者数の変化に順応性を持つ集会室
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・シンボルとしての認識
・人を引き込む透過性

・集会所内の活動が見える
・空間の広がりを感じる
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貸しスペース・たまり場

見守り

名称

電気設備費
機械設備工事費
共通費
工事費合計

金額 (万円 )
61~68
878~976
187~208
552~613
104~116
199~221
245~272
2,226~2,474

基礎工事
木工事
屋根工事
その他

工事費   2,226~2,474 万円 <2,500 万円　により施工可能

建築工事費

住棟の配置 周辺環境の関わり

地域の活動景観の調和

6m×6mを基準としたプラン

「屋根勾配の可変性」

「平面計画の可変性」 「高さの可変性」
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対応可能な要素

基本設計 実施設計 工事

令和１０年令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年

工事準備 竣工 運営

企画ワークショップ
・たてもの教室
・家具作り体験
・壁塗り体験
・ガーデニング体験
・料理教室　など

人の目を惹く象徴的な大屋根

解放されたキッチンが生むコミュニティ

バリアフリーに配慮したスロープ

バリアフリーに配慮したスロープ

中央の余白に抜ける廊下

団地に屋根が開くことで集会所の
活動が暮らしに溶け込む

蹴上 17cmの高齢者に優しい階段

屋根の広がりが集まる人に
開放感を与える

集会所の様子が団地から望める

曲線に沿った縁側 曲線に沿った縁側余白による通風の確保

集会所を囲む開口部が
採光を取り入れる

1.5mの大軒が雨から壁を守る

バリアフリーに配慮した大廊下

1.5m幅の広い廊下による通風の確保
住環境に配慮したベタ基礎

内壁を利用した大掲示板内壁を利用した大掲示板 1,500 1,500
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集会室

室名

トイレ
ミニキッチン
倉庫
廊下・スロープ等
延床面積

36㎡
36㎡
6㎡
2㎡
9㎡
36㎡
125㎡

屋内空間
半屋外空間

面積

西側立面図　S＝1/200

配置図兼平面図　S＝1/120 アイソメ図

南側立面図　S＝1/200 B-B’ 断面図　S＝1/200A-A’ 断面図　S＝1/200

GL GL

N

※既存集会所の位置における平面図になります。
前面道路までの距離は、上水道整備のコスト削減のため 5m以内が望ましいです。

B

B’

A A’集会室：屋内空間
36㎡

集会室：半屋外空間
36㎡

トイレ
2㎡

トイレ
4㎡ ミニキッチン

2㎡

倉庫
9㎡

団地と町に広がる曲線の庭が人を引き込む

コミュニティの場となる縁側

溜まった靴により気配が溢れる向かい合うように座る段差

戸を開くことで広がる集会室

外から集会室の様子が見える大きな開口

街を包む大きな余白

車椅子でも快適に通り抜けられる廊下幅

備品の運搬が容易な移動距離誰でも利用できるためのスロープ
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2×8 材を使用して 1500mm軒を延長

柱間隔が大きいため、
間柱を設けて安定した
施工に繋げる

耐力壁を一部設けて大きな開口にも耐える構造

屋根：ガルバリウム剛板　t=0.35mm
防水層：アスファルトルーフィング
下地：構造用合板　t=12mm

T型構成束
土間コンクリート厚　120mm
防湿シート : ポリエチレンフィルム　t=0.15mm
捨てコン　t=50mm
砕石敷 : クラッシャーラン　t=50mm

フローリング仕上げ材：杉　110×15mm
下地合板　t=12mm

外装仕上げ：珪藻土
下地板：石膏プラスターボード　t=9.5mm
透湿防水シート

内装仕上げ：珪藻土
室内下地：
石膏プラスターボード
9.5mm
防湿シート

梁：150×21×3000mm

垂木：38×150mm@500

桁：150×210×3000mm

柱：120×120mm

土台：120×120mm

梁 :150×210×6000mm
流通材もしくはシアリング方式

半屋外により基礎面積を削減

木製ガラス枠引き戸

木製 FIX 窓

アルミ製ガラス枠引き戸

木質チップ

ステンレス製柱脚金物

庭用トレンチ排水システム

縦スリット FIX 窓

躯体の中央に設計した余白はアイレベルで南北を繋ぎ、地域コミュニティの創生を活発にします。
屋内の集会室も開口を大きく取ることで、無自覚に活動を地域に発信することができます。

機能を持たない余白を設けることで集会所の利用方法の幅を広くすることがでます。
また、従来の集会所にはない透過性を持たせ、活動の見える化を促進させます。

長い軒が快適な日陰の空間を作る

閉じる 開く 閉じる

従来の在来工法で設計を行
い、その骨組を現すことで、
現代の建物には見られないよ
うな厳かな重厚感を感じさせ
ます。建築の骨格は、3mの
モジュールが連続する単純な
架構で構成されています。東
側のグリッド（6×6m）を室
内とし、西側のグリッドを屋
外としました。東側のグリッ
ドは、田の字型の柱配置によ
りさらに幾つかの領域に分解
され、人の集い方のパターン
を増やします。また、一室の
集会室として利用するとき
は、連続し配置された垂木に
より、その連続性から一体感
を感じることができます。
余白空間からの反射光や小屋
組の上部から盛れる光の陰影
が、日々の集会所の活動の中
に彩りをもたらします。

ひろしま建築学生チャレンジコンペ2023　「自然に集えるたまり場 集会所」
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テーマ 1 「みんなが自然に集い、顔を合わせ、語り合う、集会所づくり」について テーマ 2 「機能的な集会所づくり」について テーマ 3 「集会所の建替における取り組み」について
効率的な維持管理に配慮した構造計画 公民館的利用を促進する集会所

地域住民とつくる集会所 研究室一体となって取り組む設計体制

余白によるプランの柔軟性 コストコントロールが可能な計画福山の穏やかな環境を取り込む断面計画

周辺地域を活かした集会所 「開く」と「閉じる」のバランスのある平面計画

地域のシンボルとなる外観

フレキシブルに機能する余白空間

風景に呼応するヴォリューム

人を引き込む配置計画

安心して利用できる集会所 立面的な「余白」のある地域に開いた集会所


